






要約:昭和 63 年度に経験した新生児外科疾患のうち出生前診断の正しくなされた症例は必

ずしも多くなかったが,本症例においては出生前から左肺の congenital cystic 

adenomatoid malformation が正しく診断された。出生後,左下葉切除により病変部を摘出

したが,その術後において persistent fetal circulation の状態となり,各種治療にも反応

せず,結局,ECMO による治療が行われ,救命することが出来た。 


